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(57)【要約】
　２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を含む
パッケージの群は、異なるチャネル間隔、曲率、アーム
角、及び／又は長さを有する第１のコア及び第２のコア
を含む第１の物品及び第２の物品を含み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を含むパッケージの群であって、前記群
は、
　第１の使い捨て吸収性物品を含む第１のパッケージであって、前記第１の吸収性物品は
、第１のトップシートと、第１のバックシートと、チャネルを含む第１の吸収性コアと、
第１の一対のサイドシームと、を含み、前記第１の吸収性物品は第１のサイズであり、か
つ閉じた形態である、第１のパッケージと、
　第２の使い捨て吸収性物品を含む第２のパッケージであって、前記第２の吸収性物品は
、第２のトップシートと、第２のバックシートと、チャネルを含む第２の吸収性コアと、
第２の一対のサイドシームと、を含み、前記第２の吸収性物品は第２のサイズであり、か
つ閉じた形態である、第２のパッケージと、を含み、
　前記第２のサイズは前記第１のサイズよりも大きく、
　前記第１のサイズのチャネル間隔は、前記第２のサイズのチャネル間隔と等しいか又は
それより大きく、
　前記第１のパッケージ及び前記第２のパッケージは同一群内に含まれている、パッケー
ジの群。
【請求項２】
　２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を含むパッケージの群であって、前記群
は、
　第１の使い捨て吸収性物品を含む第１のパッケージであって、前記第１の吸収性物品は
、第１のトップシートと、第１のバックシートと、チャネルを含む第１の吸収性コアと、
第１の一対のサイドシームと、を含み、前記第１の吸収性物品は第１のサイズであり、か
つ閉じた形態である、第１のパッケージと、
　第２の使い捨て吸収性物品を含む第２のパッケージであって、前記第２の吸収性物品は
、第２のトップシートと、第２のバックシートと、チャネルを含む第２の吸収性コアと、
第２の一対のサイドシームと、を含み、前記第２の吸収性物品は第２のサイズであり、か
つ閉じた形態である、第２のパッケージと、を含み、
　前記第２のサイズは前記第１のサイズよりも大きく、
　前記第１のサイズのチャネル曲率は、前記第２のサイズのチャネル曲率と等しいか又は
それより大きく、
　前記第１のパッケージ及び前記第２のパッケージは同一ブランドである、パッケージの
群。
【請求項３】
　２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を含むパッケージの群であって、前記群
は、
　第１の使い捨て吸収性物品を含む第１のパッケージであって、前記第１の吸収性物品は
、第１のトップシートと、第１のバックシートと、チャネルを含む第１の吸収性コアと、
第１の一対のサイドシームと、を含み、前記第１の吸収性物品は第１のサイズであり、か
つ閉じた形態である、第１のパッケージと、
　第２の使い捨て吸収性物品を含む第２のパッケージであって、前記第２の吸収性物品は
、第２のトップシートと、第２のバックシートと、チャネルを含む第２の吸収性コアと、
第２の一対のサイドシームと、を含み、前記第２の吸収性物品は第２のサイズであり、か
つ閉じた形態である、第２のパッケージと、を含み、
　前記第２のサイズは前記第１のサイズよりも大きく、
　前記第１のコアのチャネルアーム角は、前記第２のコアのチャネルアーム角と等しいか
又はそれより大きく、
　前記第１のパッケージ及び前記第２のパッケージは同一群内に含まれている、パッケー
ジの群。
【請求項４】
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　２つ以上の異なるサイズの使い捨て吸収性物品を含むパッケージの群であって、前記群
は、
　第１の使い捨て吸収性物品を含む第１のパッケージであって、前記第１の吸収性物品は
、第１のトップシートと、第１のバックシートと、チャネルを含む第１の吸収性コアと、
第１の一対のサイドシームと、を含み、前記第１の吸収性物品は第１のサイズであり、か
つ閉じた形態である、第１のパッケージと、
　第２の使い捨て吸収性物品を含む第２のパッケージであって、前記第２の吸収性物品は
、第２のトップシートと、第２のバックシートと、チャネルを含む第２の吸収性コアと、
第２の一対のサイドシームと、を含み、前記第２の吸収性物品は第２のサイズであり、か
つ閉じた形態である、第２のパッケージと、を含み、
　前記第１の吸収性物品及び前記第２の吸収性物品のそれぞれは、前側区域と、後側区域
と、股部区域と、を含み、
　前記第２のサイズは前記第１のサイズよりも大きく、
　前記第１のコアのチャネル長は、前記第２のコアのチャネル長と等しいか又はそれより
大きく、
　前記第１の吸収性物品及び前記第２の吸収性物品は、それぞれ第１のシャーシ及び第２
のシャーシを有し、前記第１のシャーシ及び前記第２のシャーシは、チャネルを別にすれ
ば、前記前側腰部区域、前記後側腰部区域、及び前記股部区域のうちの少なくとも１つに
おいて、同一の構成要素の断面形式及び配置を有する、パッケージの群。
【請求項５】
　前記第１のチャネルの前記チャネル間隔が約０ｍｍ～約１００ｍｍである、請求項１～
４のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項６】
　前記第２のチャネルの前記チャネル間隔が約０ｍｍ～約７５ｍｍである、請求項１～５
のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項７】
　前記第１のチャネルの前記チャネル曲率が約０／ｍ～約２０／ｍである、請求項１～６
のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項８】
　前記第２のチャネルの前記チャネル曲率が約０／ｍ～約１５／ｍである、請求項１～７
のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項９】
　前記第１のチャネルの前記チャネルアーム角が約０°～約４５°である、請求項１～８
のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１０】
　前記第２のチャネルの前記チャネルアーム角が約０°～約３０°である、請求項１～９
のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１１】
　前記第１のチャネルの前記チャネル長が約１００ｍｍ～約５００ｍｍである、請求項１
～１０のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１２】
　前記第２のチャネルの前記チャネル長が約１５０ｍｍ～約６００ｍｍである、請求項１
～１１のいずれか一項に記載のパッケージの群。
【請求項１３】
　前記第１のチャネル及び前記第２のチャネルのうちの少なくとも一方が、エアフェルト
及び超吸収性ポリマーを実質的に含んでいない、請求項１～１２のいずれか一項に記載の
パッケージの群。
【請求項１４】
　前記第１のチャネル及び前記第２のチャネルのうちの少なくとも一方が、実質的に線形
の部分を含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載のパッケージの群。
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【請求項１５】
　前記群が、第３のチャネルを有する第３の吸収性コアを含む第３のパッケージを含み、
前記第２の吸収性物品は第３のサイズであり、前記第２のサイズのチャネル間隔が、前記
第３のサイズのチャネル間隔と等しいか又はそれより大きい、請求項１～１４のいずれか
一項に記載のパッケージの群。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、異なる成人の身体寸法、体形、及び体型にフィットするように設計され、し
たがって幅広い成人消費者にフィットするように寸法決めされた、使い捨て吸収性物品、
及び該使い捨て吸収性物品の群を目的とする。
【背景技術】
【０００２】
　成人失禁用（「ＡＩ」）物品は、人間の身体からの液体及び他の排泄物を吸収し、封じ
込めて、身体及び衣服が汚れるのを防ぐように設計されている。課題の１つは、尿を封じ
込める必要性を満たすＡＩ物品のラインアップを提供する同時に、数百ポンドに及ぶ場合
がある多様な着用者の、フィット感及び快適性に関する要求を満たす物品を提供すること
である。これらの課題には、乾燥状態及び湿潤状態の両方における、吸収性コアの嵩高性
及び剛性が含まれる。
【０００３】
　近年、吸収性コアの設計は、相対的により高い割合（重量で）の吸収性ポリマー粒子と
、より低い割合の吸収性繊維（例えば、セルロース繊維）と、を有する構造に向かって進
歩し、その結果、構造は昔の吸収性コア設計よりも薄くなり、乾燥時に嵩高でない製品を
製造することが可能となっている。しかしながら、後者の構造は液体捕捉速度がより遅い
場合があり、吸収性ポリマー粒子の割合が高いことから、湿潤時に垂れ下がり、嵩高にな
り、かつゼラチン状になる可能性がある。この問題に対処するために、長手方向に配向さ
れたチャネル（以下チャネルと呼ぶ）を含む吸収性構造体が開発されてきた。
【０００４】
　適切に配置されかつ構造化された長手方向チャネルは、吸収性コアの長さに沿った吸収
性ポリマー粒子の堆積に沿って液体を分配するのを助け、それによって、捕捉速度を改善
するのに役立ち得る。このようなチャネルは、チャネル間の湿潤した吸収性ポリマー粒子
堆積物内の圧力によって得られる、物品の股部区域を通る長手方向の構造剛性を提供する
ことによって、湿潤時に物品が垂れ下がって見える及び嵩高に見える可能性を低減するの
にも役立ち得る。このようなチャネルは、自然のヒンジゾーンをもたらすのにも役立ち、
このヒンジゾーンは、着用者の全体的な快適性を改善しながら、嵩高な外観を最小限にす
ることができる。
【０００５】
　本開示の物品と共に使用するのに適したチャネルの例は、国際特許公開第２０１２／１
７０７７８号（Ｒｏｓａｔｉら、国際特許公開第２０１２／１７０７７９号、同第２０１
２／１７０７８１号、及び同第２０１２／１７０８０８号も参照のこと）、更に、国際特
許公開第２０１４／０９３３１９号、同第２０１４／０９３３１１号（共にＡｒｉｚｔｉ
）、及び同第２０１４／０９３３１０号（Ｅｈｒｎｓｐｅｒｇｅｒ）に開示されている。
これらの開示における材料非存在ゾーンは湾曲していてもよい。国際特許公開第９５／１
１６５２号（Ｔａｎｚｅｒ）又は国際特許公開第２０１２／０５２１７２Ａ１号（Ｖａｎ
　Ｍａｌｄｅｒｅｎ）において見られるように、他の従来技術は、直線状でありかつ通常
はコアの長手方向及び／又は横断方向に配向されているチャネルを開示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　吸収性物品のフィット感及び快適性を改善するニーズが存在している。適正な被覆度及
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び能力を提供するために、人体寸法に基づいて、（長手方向及び横断方向に）異なる寸法
を有する吸収性物品を提供することが知られている。本発明者らは今般、チャネルの寸法
及び形状、並びに物品の群内のチャネルの位置を、着用者のサイズに具体的に適合させる
べきであることを見出した。チャネルの寸法を、ＢＭＩによって引き起こされる形態変化
に適合させることは、あらゆる消費者に対して適切なフィット感及び快適性を可能にする
ために有益である。更に、本発明者らは、群内の所与のサイズの物品のフィット感及び快
適性を改善するのに用いることができる、チャネルの寸法、形状と位置、及びＢＭＩによ
って引き起こされる形態変化（すなわち、脚及び股部の形状）の間の相関関係を見出した
。簡潔に述べると、チャネルの幾何学的形状は、より良好なフィット感及び快適性をもた
らすために、着用者のＢＭＩに適合させるべきである。
【０００７】
　ボディマス指数（ＢＭＩ）は、女性及び男性の両方に関して全世界的に上昇している。
現在、米国だけでも、成人女性の１／３超が肥満（ＢＭＩ＞３０）であるとみなされてい
る。この数字は、過去３０年にわたって大きく変化してきた。１９８０には、肥満であっ
たのは、米国の成人女性の約１６％だけであった。大柄の女性は、小柄な女性と比べて、
異なる比率の身体計測値を示す。すなわち、女性が太る際に、全ての人体寸法が単純にス
ケールアップするわけではない。加えて、女性はまた、ＢＭＩの範囲にわたって、非常に
異なる体形を有し得る。現在の成人用吸収性物品の製造業者は、この問題に対する認識及
び理解が不足しており、そのため、消費者のニーズは適切に満たされていない。したがっ
て、改善されたレベルのフィット感、及び身体と成人用吸収性物品との間の改善された接
触を提供して、漏れの発生を減少させ、かつ物品の全体的なフィット感、快適性、被覆度
、及び目立ちにくさを改善するために、様々な体形及び身体サイズ用の成人用吸収性物品
を開発することが求められている。着用者のＢＭＩ及び体形に基づいて、様々な着用者の
ために設計された、成人用吸収性物品が明らかに求められている。更に、そのようなカス
タマイズされた成人用吸収性物品の利益を、不快感を起こさせることなく（例えば、自分
のＢＭＩがもとで女性が非難されたと感じたり、女性に恥をかかすことのないように）、
分かりやすく（例えば、女性によっては、ＢＭＩの意味を知らない、又は自分のＢＭＩ数
を知らない場合がある）、着用者に伝えることも求められている。
【０００８】
　よって、本開示の目的は、チャネルが吸収性物品と一体化されており、かつＢＭＩの範
囲にわたって消費者のニーズを満たすように設計された、吸収性物品、及び吸収性物品の
群について記述することであり、群内の各サイズは、パンツが乾燥しているとき及びパン
ツが湿潤した後の両方においてフィットするように意図されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】国際特許公開第２０１２／１７０７７８号
【特許文献２】国際特許公開第２０１２／１７０７７９号
【特許文献３】国際特許公開第２０１２／１７０７８１号
【特許文献４】国際特許公開第２０１２／１７０８０８号
【特許文献５】国際特許公開第２０１４／０９３３１９号
【特許文献６】国際特許公開第２０１４／０９３３１１号
【特許文献７】国際特許公開第９５／１１６５２号
【特許文献８】国際特許公開第２０１２／０５２１７２Ａ１号
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】前側及び後側腰部区域内に連続したベルトを有するパンツおむつの平面図である
。
【図２】異なるＢＭＩの女性の体形を表しており、横断面Ｂ：Ｂは臀溝の位置に決定され
ている。
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【図３】図２の平面Ｂ：Ｂにおいて切断した代表的な女性の形態学的測定を示しており、
大腿間隔、矢状面に平行な大腿直径（大腿長）、及び前頭面に平行な大腿直径（大腿幅）
を含む。
【図４】ＢＭＩに応じた、図２の平面Ｂ：Ｂにおける平均的な女性の形態学的体形を示す
。
【図５】図２の平面Ｂ：Ｂにおける対象ＢＭＩと大腿間隔との関係を示すグラフである。
【図６】図２の平面Ｂ：Ｂにおける対象ＢＭＩと大腿偏心度との関係を示すグラフである
。
【図７】異なるＢＭＩの女性の代表的な体形、及び「股部を通る平坦領域」を示す。
【図８】対象ＢＭＩと「股部を通る平坦領域」との関係を示すグラフである。
【図９ａ】チャネルの異なる実施例、及び様々なチャネルパラメータの決定方法を示す。
【図９ｂ】チャネルの異なる実施例、及び様々なチャネルパラメータの決定方法を示す。
【図９ｃ】チャネルの異なる実施例、及び様々なチャネルパラメータの決定方法を示す。
【図１０】Ａ～Ｃは、異なるＢＭＩの消費者のためのコアチャネルの異なる実施例である
。
【図１１】Ａ～Ｃは、異なるＢＭＩの消費者のための異なるコアチャネル構成の実施例を
示す。
【図１２】対象ＢＭＩと対象体重との関係を示すグラフである。
【図１３】対象ＢＭＩと対象腰部との関係を示すグラフである。
【図１４】対象ＢＭＩと対象股関節部との関係を示すグラフである。
【図１５】対象ＢＭＩと対象大腿との関係を示すグラフである。
【図１６】ＢＭＩが上昇するにつれて一般的な女性の体形がどのように変化するかを示す
。
【図１７】各ＢＭＩ分類内の女性の体形の変動を示す。
【図１８】一対のフラップを有するパンツおむつの部分切欠平面図であり、おむつの、着
用者に面する内部が、観察者に面している。
【図１９】前側及び後側フラップを有するパンツおむつの部分切欠平面図であり、おむつ
の、衣類に面する外部が、観察者に面している。
【図２０】ベルトが対向する腰部区域を接続している、図１に示すパンツおむつの斜視図
である。
【図２１】フラップが対向する腰部区域を接続している、図１８に示すパンツおむつの斜
視図である。
【図２２】サイドシームがフラップ及び対向する腰部区域を接続している、図１９に示す
パンツおむつの斜視図である。
【図２３】本開示の一実施形態において好適な折り畳まれた外側レッグカフの実施例の、
図１８の線２３－２３に沿った概略断面図である。
【図２４】図１の線２４－２４に沿った、本開示の一実施形態において好適な後部ベルト
状フラップの概略断面図である。
【図２５】２つの長手方向主要チャネルを有する吸収性層を含む吸収性構造体の概略斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　「プルオン衣類」又は「パンツ」とは、画定された腰部開口部及び一対の脚部開口部を
有する着用物品であって、脚部開口部の中に脚を挿入し腰部上方へと物品を引っ張り上げ
ることによって、着用者の身体上へと引っ張り上げられる、着用物品を指す。
【００１２】
　「使い捨て」とは、洗濯、又は別の方法で衣類として復元若しくは再利用することを目
的としない衣類（すなわち、それらは１回使用後に廃棄されることを目的とし、リサイク
ルされる、堆肥化される、ないしは別の方法で環境に適した方式で処理されることを目的
とする）を意味する。プルオン衣類は、身体から排出された様々な排出物を吸収し封じ込
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めるように「吸収性」であり得る。
【００１３】
　「閉じた形態」とは、連続した腰部開口部及び脚部開口部を形成するために、対向する
腰部区域が結合されていることを意味する。例えば、図２０～図２２を参照のこと。
【００１４】
　「群」とは、同様の物品構造（例えば、フラップのエラストマー材が［組成的に及び／
又は構造的に］同じである、図形的要素が同じである）を有する、異なるサイズの使い捨
て物品を含むパッケージの陳列を意味し、上記パッケージは、同じブランド及び／又は下
位ブランドを有し、上記パッケージは、小売店の所与の領域内で互いに近位に配向されて
いる。群は、顧客に、通常、異なる個々のパッケージがより大規模ラインナップの一部分
であることを伝える類似のパッケージ要素（例えば、パッケージの材料種類、フィルム、
紙、主要色、設計主題など）を有する製品ラインアップとして市販されている。群は、大
抵の場合、同じブランド、例えば「Ｄｅｐｅｎｄ」、及び同じ下位ブランド、例えば「ｆ
ｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」を有する。異なる群は、ブランド「Ｄｅｐｅｎ
ｄ」及び下位ブランド「Ｓｉｌｈｏｕｅｔｔｅ　Ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」を有し得る。この
「ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」群と「Ｓｉｌｈｏｕｅｔｔｅ　Ｆｏｒ　Ｗ
ｏｍｅｎ」群との違いには、サイドフラップのエラストマー材が異なることが挙げられ、
「ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」は、エラストマー材としてストランドを含
み、「Ｓｉｌｈｏｕｅｔｔｅ　Ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」は、フィルム状エラストマー材を含
む。更に、「ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」は、主に緑系フィルムバッグに
包装されており、「Ｓｉｌｈｏｕｅｔｔｅ　Ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」は、主にえび茶色の箱
に包装されている点で、パッケージは明らかに異なる。
【００１５】
　更に「群」に関して、同じブランド「Ｃｅｒｔａｉｎｔｙ」を有する２つの別個の「群
」の別の例として、１つのラインアップが、下位ブランド「Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｕｎｄｅｒ
ｗｅａｒ」を有する。別の群は、同じ「Ｃｅｒｔａｉｎｔｙ」ブランド及び下位ブランド
の「Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｈａｐｅ　Ｂｒｉｅｆｓ　ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」を有し得る。「Ｗ
ｏｍｅｎ’ｓ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」群と「Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｈａｐｅ　Ｂｒｉｅｆｓ　
ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」群との違いには、サイドフラップのエラストマー材が異なることが
挙げられ、「Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」は、エラストマー材としてストラン
ドを含み、「Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｈａｐｅ　Ｂｒｉｅｆｓ　ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」は、フィ
ルム状エラストマー材を含む。更に、「Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｕｎｄｅｒｗｅａｒ」は、主に
青色のフィルムバッグに包装されており、「Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｈａｐｅ　Ｂｒｉｅｆｓ　
ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」は、主にえび茶色の箱に包装されている点で、パッケージは明らか
に異なる。
【００１６】
　群はまた、ブランド、下位ブランド、並びに／あるいはラインアップにわたる特徴及び
／又は有益性の商標など、同じ商標を有することが多い。
【００１７】
　「オンライン群」とは、共通のオンラインソースによって分配された「群」を意味する
。
【００１８】
　「大腿間隔」とは、前頭面に平行でありかつ臀溝（臀溝は、臀部の折り目又は水平な臀
部折り目の臀溝と呼ばれる場合が多い）の位置に規定される水平面上の箇所における、大
腿間の最も狭い横方向距離を意味する。これは、図２及び図３において、図２の平面Ｂ：
Ｂの位置に示されている。
【００１９】
　「大腿偏心度」は、図２の平面Ｂ：Ｂにおける大腿のおおよその偏心度であり、平面Ｂ
：Ｂについては上述している。以下、平面Ｂ：Ｂにおける大腿断面の主軸が、身体の前頭
面に対して垂直である場合に、大腿偏心度はマイナスであると見なされる。大腿の主軸は
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、図３に示すように、大腿幅又は大腿長のいずれかの長い方である。
【００２０】
　「チャネル間隔」は、以下ＣＳと表わされ、２つの長手方向に延在する横方向に離間配
置されたチャネルの間の最小横方向距離を意味する。これは図９に示されている。図９ａ
は、股部区域内の最も狭い箇所において、チャネルが長手方向に真っ直ぐでありかつ平行
である場合に、ＣＳを決定する方法を示し、点ｐ１とｐ’１との間の距離として表わされ
る。図９ｂは、股部区域内の最も狭い横方向箇所において、チャネルが湾曲しておりかつ
平行でない場合に、ＣＳを決定する方法を示し、点ｐ２とｐ’２との間の距離として表わ
される。図９ｃは、２つを超える長手方向に延在するチャネルが存在する場合に、ＣＳを
決定する方法を示し、点ｐ３とｐ’３との間の距離として表わされる。そのような場合、
ｐ３及びｐ’３は、股部区域内の、最大チャネル長を有する２つの横方向に対向するチャ
ネルの間の最も狭い横方向箇所に配置される。
【００２１】
　「チャネル曲率」は、以下κと表わされ、（図９において点ｐにより表わされる）ＣＳ
を決定するために用いた、股部区域内のチャネルの最も狭い箇所における曲率（半径の逆
数）を意味する。図９ａは、チャネルが長手方向に真っ直ぐであり、かつＣＳを決定する
点において平行である場合に、κ１が０に等しい（半径が∞に等しい）ケースを例示して
いる。
【００２２】
　「チャネルアーム角」は、以下θと表わされ、長手方向に真っ直ぐで、長手方向中間領
域内で平行であり、かつ真っ直ぐな部分からそれる１つ以上のチャネル部分を有するチャ
ネルの、アームの角度を意味する。これは図９ａに示されている。チャネルアーム角は、
θ１ａ及びθ１ｂと表わされる。
【００２３】
　チャネル長は、以下Ｌと表わされ、チャネルの最大長手方向長さを意味する。これは、
図９ａではＬ１で、図９ｂではＬ２で、図９ｃではＬ３で示されている。
【００２４】
　「股部を通る平坦領域」は、股部を通る近似された長手方向に平坦な、矢状面に平行な
領域である。これは図７に示されている。
【００２５】
　「股関節部」とは、臀部の最大後部突出部の高さでの、身体の外周を意味する。
【００２６】
　「腰部」とは、へその中心（へそ点）の高さでの、腰部の水平周囲を意味する。
【００２７】
　「大腿」とは、大腿と臀部との接合点における大腿の外周を意味し、測定は、大腿の長
軸に対して垂直に行われる。
【００２８】
　「対象腰部」とは、推奨腰部範囲を有する製品に関して、この推奨腰部範囲の中点を意
味する。
【００２９】
　「対象股関節部」とは、推奨股関節部範囲を有する製品に関して、この推奨股関節部範
囲の中点を意味する。
【００３０】
　「対象体重」とは、推奨体重範囲を有する製品に関して、この推奨体重範囲の中点を意
味する。
【００３１】
　「対象大腿」とは、推奨大腿範囲を有する製品に関して、この推奨大腿範囲の中点を意
味する。
【００３２】
　「腰部からの対象ＢＭＩ」は対象腰部から決定され、図１３に示されている。これは次
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　（腰部からの対象ＢＭＩ）＝ａ＋ｂ×（対象腰部）×ｌｎ（対象腰部）
　式中、
　対象腰部：ｍｍの単位である
　対象ＢＭＩ：ｋｇ／ｍ２の単位である
　ａ＝－２．４８３×１０－１

　ｂ＝４．６２５×１０－３

【００３３】
　「股関節部からの対象ＢＭＩ」は対象股関節部から決定され、図１４に示されている。
これは次式により計算される。
　（股関節部からの対象ＢＭＩ）＝ａ＋ｂ×（対象股関節部）×ｌｎ（対象股関節部）
　式中、
　対象股関節部：ｍｍの単位である
　対象ＢＭＩ：ｋｇ／ｍ２の単位である
　ａ＝－１５．５１７
　ｂ＝６．０１０×１０－３

【００３４】
　「体重からの対象ＢＭＩ」は対象体重から決定され、図１２に示されている。これは次
式により計算される。
　（体重からの対象ＢＭＩ）＝ａ＋ｂ×（対象体重）×ｌｎ（対象体重）
　式中、
　対象体重：ｋｇの単位である
　対象ＢＭＩ：ｋｇ／ｍ２の単位である
　ａ＝７．８７９
　ｂ＝６．５２５×１０－２

【００３５】
　「大腿からの対象ＢＭＩ」は対象大腿から決定され、図１５に示されている。これは次
式により計算される。
　（大腿からの対象ＢＭＩ）＝ａ＋ｂ×（対象大腿）×（対象大腿）２．５

　式中、
　対象大腿：ｍｍの単位である
　対象ＢＭＩ：ｋｇ／ｍ２の単位である
　ａ＝８．９７９
　ｂ＝１．８６８×１０－６

【００３６】
　「対象ＢＭＩ」とは、腰部範囲が推奨される場合には、腰部からの対象ＢＭＩを意味す
る。腰部範囲が推奨されず、股関節部範囲が推奨される場合には、対象ＢＭＩは、股関節
部からの対象ＢＭＩを意味する。股関節部範囲及び腰部範囲のどちらも推奨されず、体重
範囲が推奨される場合には、対象ＢＭＩは、体重から決定される対象ＢＭＩを意味する。
腰部、股関節部、又は体重範囲のいずれも推奨されず、パンティーサイズが推奨される場
合には、対象ＢＭＩは、パンティーサイズから決定される対象ＢＭＩを意味する。パンテ
ィーサイズが推奨されず、衣服サイズが推奨される場合には、対象ＢＭＩは、衣服サイズ
から決定される。例えば表１～５を参照されたい。
【００３７】
　表１は、腰部範囲及び体重範囲が推奨される場合の、吸収性物品の対象ＢＭＩの決定方
法の例を示す。
【００３８】
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【表１】

【００３９】
　表２及び表３は、腰部範囲、股関節部範囲、及び体重範囲が推奨される場合の、吸収性
物品の対象ＢＭＩの決定方法の例を示す。
【００４０】

【表２】

【００４１】
【表３】

【００４２】
　表４及び表５は、腰部範囲及び股関節部範囲が推奨される場合のパンティー及び衣類サ
イズの対象ＢＭＩの決定方法の例を示す。
【００４３】
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【表４】

【００４４】
【表５】

【００４５】
　尿失禁がある消費者は、その症状がトラウマとなる場合が多い。公衆の面前で失禁事象
が起きることに対する恐怖など、症状の多くの側面がトラウマの一因となる。吸収性物品
を着用しているときでさえもなお、漏れが起きることに対する恐怖、及び衣服の下の吸収
性物品に気付かれてしまうのではないかという恐怖が存在する。このため、より下着のよ
うな、薄くて、身体の形状と一致する構造体を、全ＢＭＩ範囲にわたって提供することに
よって、症状を正常化するのに役立つ製品体験を提供することが、本開示の目的の１つで
ある。
【００４６】
　体格指数（ＢＭＩ）は、身長と質量に基づいた体形の分類体系である。ＢＭＩは以下の
ように計算することができる。
【００４７】
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【数１】

【００４８】
　ＢＭＩは、低体重（ＢＭＩ＜２０）、普通体重（ＢＭＩ２０～２５）、体重過多（ＢＭ
Ｉ２５～３０）、肥満（ＢＭＩ３０～４０）、及び病的肥満（ＢＭＩ＞４０）といった、
異なる分類の体重を含む。
【００４９】
　図１６は、一般的な女性の体形が、ＢＭＩの増加とともにどのように変化していくのか
を示している。図１７は、各ＢＭＩ分類内に存在し得る様々な具体的な体形、すなわち、
長方形型（円筒形型としても知られる）、砂時計型、洋ナシ型、及びリンゴ型を示してい
る。女性は通常、ＢＭＩが高いほど、この体型スケールの更に右側に向かって（リンゴ型
に向かって）進む。これらの体形の出現率は、ＢＭＩの範囲にわたって異なり、例えば、
ＢＭＩがより高い女性は、リンゴ型又は洋ナシ型の体形になる傾向がより高くなる。成人
用吸収性物品は、女性着用者と、女性着用者特有の体形又はサイズにぴったり合う可能性
のある物品とをマッチさせるために、正確なＢＭＩ値に焦点を合わせるのではなく（これ
は消費者に不快感を起こさせる可能性がある）、特定の体形（例えば、リンゴ型）の女性
に向けて販売されてもよい。
【００５０】
　ＢＭＩが高くなるにつれて女性の身体の形状が変化するいくつかの領域は、大腿の形状
及び大腿間隔である。これは、図４、並びに図５及び図６のグラフに示されている。ＢＭ
Ｉが上昇するにつれて、臀溝の位置の大腿間隔が減少する。更に、ＢＭＩが高くなるにつ
れて、臀溝の位置の大腿の偏心度が、図４に示すように変化する。この変化の結果、半径
は大きくなり（曲率は小さくなり）、かつ（身体の前頭面に垂直な）大腿軸は長くなる。
更に、図７、及び図８のグラフに示すように、ＢＭＩが上昇するにつれて、（矢状面に平
行な）股部を通る平坦領域の長さは長くなる。
【００５１】
　より良好なフィット感、より良好に形状適合する物品を得るために、コアチャネルの形
状及び間隔を、これらの人体の寸法と関連付けるのが望ましくあり得る。そうすることに
より、漏れを低減しながら、各消費者の着用快適性を向上させることができる。
【００５２】
　下の表６は、図１０ａ～ｃに示すような本発明の３つのパッケージ群の例を示しており
、これらのチャネル形状は、各パッケージが適合することが意図される消費者の対象ＢＭ
Ｉの体形により良好にマッチし、それによって、漏れの可能性を低減しながら、より良好
なフィット感及び快適性を提供する。
【００５３】

【表６】

【００５４】
　下の表７は、図１１ａ～ｃに示すような本発明の３つのパッケージ群の例を示しており
、これらのチャネル形状は、各パッケージが適合することが意図される消費者の対象ＢＭ
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Ｉの体形により良好にマッチし、それによって、漏れの可能性を低減しながら、より良好
なフィット感及び快適性を提供する。
【００５５】
【表７】

【００５６】
　これらの本発明の群は、単に非限定的な例として提供されている。その他の本発明の群
が、本開示の範囲内において可能である。
【００５７】
　吸収性物品
　本開示の吸収性物品は、概して、尿、経血、糞便、又は他の膣分泌物などの排泄物を管
理するように設計及び構成される。
【００５８】
　一実施形態において、吸収性物品は、トップシート、バックシート及びトップシートと
バックシートとの間に少なくとも一部が配置される吸収性コアを含むシャーシを含み得る
。吸収性シャーシは、ウエストバンド、レッグカフ及び／又は弾性ストランドを含み得る
。様々な実施形態において、図１を参照すると、吸収性物品１０の例が、例えば締結要素
５３ａ及びｂ（図２２に示される）によって腰部開口部を完成させるために腰部区域を結
合する前の、平らな非収縮状態で示されている。
【００５９】
　一実施形態において、図１を参照すると、吸収性物品１０の一方の端部は前側腰部区域
３６として構成されることができ、長手方向に対向する端部は後側腰部区域３８として構
成されることができる。前側腰部区域３６と後側腰部区域３８との間で長手方向に延びる
吸収性物品１０の中間部分は、股部区域３７として構成され得る。一実施形態において、
そのようなものとして例示されていないが、前側腰部区域３６、後側腰部区域３８及び股
部区域３７のそれぞれの長さは、例えば、吸収性物品１０の長さの約１／３であり得る。
他の実施形態において、前側腰部区域３６、後側腰部区域３８、及び股部区域３７のそれ
ぞれの長さは、他の寸法を有してもよい。様々な実施形態において、吸収性物品１０は、
前側腰部区域３６において横方向に延びる前側腰部端縁部１３６、及び長手方向に対向し
かつ後側腰部区域３８において横方向に延びる後側腰部端縁部１３８を有し得る。
【００６０】
　一実施形態において、図１を参照すると、吸収性物品１０のシャーシ１００は、第１の
長手方向に延在する側縁部１３７ａと、横方向に対向しかつ第２の長手方向に延在する側
縁部１３７ｂと、を含み得る。側縁部１３７は両方とも、前側腰部端縁部１３６と後側腰
部端縁部１３８との間で長手方向に延在し得る。シャーシ１００は、前側腰部区域３６内
で横方向に延びる前側腰部端縁部１３６の一部と、長手方向に対向しかつ後側腰部区域３
８内で横方向に延びる後側腰部端縁部１３８の一部と、を形成し得る。更に、シャーシ１
００は、内面１０２、外面１０４、長手方向軸４２、及び横方向軸４４を含み得る。長手
方向軸４２は、前側腰部端縁部１３６の中点を通り、かつ後側腰部端縁部１３８の中点を
通って延び得、一方で横方向軸４４は、第１側縁部１３７ａの中点を通り、かつ第２側縁
部１３７ｂの中点を通って延び得る。
【００６１】
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　様々な実施形態において、吸収性物品１０の一部又は全部が、横方向に延伸性であるよ
うに作られてもよい。吸収性物品１０の延伸性は、着用者の運動中に、吸収性物品１０が
着用者の身体にぴったりと一致することを可能にするために、望ましくあり得る。異なる
大きさの着用者に追加的な身体適用範囲を提供するため、すなわち、吸収性物品１０を個
々の着用者に調節するために、介護者が前側腰部区域３６、後側腰部区域３８、股部区域
３７、及び／又はシャーシ１００を延ばすことを可能にするためにも、延伸性は望ましく
あり得る。このような延伸は、股部区域３７が腰部区域３６及び／又は３８よりも比較的
低い度合いで延伸される限りにおいて、ほぼ砂時計型の形状を有する吸収性物品１０を提
供し得る。この延伸はまた、使用中に吸収性物品１０にあつらえた外観を付与し得る。
【００６２】
　吸収性物品のいずれか又は全ての部分は、２０１４年１月２７日に出願された米国特許
出願第６１／９３１，２２９号、題名「ＤＩＳＰＯＳＡＢＬＥ　ＡＢＳＯＲＢＥＮＴ　Ａ
ＲＴＩＣＬＥＳ　ＣＯＭＰＲＩＳＩＮＧ　ＢＡＣＴＥＲＩＯＰＨＡＧＥＳ　ＡＮＤ　ＲＥ
ＬＡＴＥＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ」に記載されているバクテリオファージ組成物を含んでもよ
い。
【００６３】
　トップシート
　一実施形態において、図１及び図２４を参照すると、吸収性物品１０はトップシート８
１を含み得る。トップシート８１は、柔軟であり、柔らかな感触であり、着用者の皮膚に
刺激を与えないものであり得、かつ１つ以上の方向において、弾性的に伸縮性であっても
よい。更に、トップシート８１は、液体透過性であってもよく、その厚さを通して液体（
例えば、経血、尿、及び／又は液状の糞便）が浸透することができる。様々なトップシー
トはまた、例えば、親水性材料を含んでもよく、これは体液を、これらの流体が身体から
排出される際にシャーシ１００の吸収性コア内に引くように構成される。好適なトップシ
ート８１は、広範な材料、例えば、織布及び不織布材料、有孔若しくはハイドロフォーミ
ングされた熱可塑性フィルム、有孔不織布、多孔質フォーム、網目状フォーム、網目状熱
可塑性フィルム、並びに／又は熱可塑性スクリムから製造され得る。好適な有孔フィルム
は、米国特許第３，９２９，１３５号、同第４，３２４，２４６号、同第４，３４２，３
１４号、同第４，４６３，０４５号、同第５，００６，３９４号、同第５，６２８，０９
７号、同第５，９１６，６６１号、同第６，５４５，１９７号、及び同第６，１０７，５
３９号に記載されているものを含むことができる。
【００６４】
　有孔フィルム又は不織布トップシートは、典型的には、排泄物に対して透過性であるが
、非吸収性であり、流体がトップシートを通って戻り着用者の皮膚を再度濡らす傾向を低
減することができる。好適な織布及び不織布材料は、天然繊維、例えば、木質繊維若しく
は綿繊維、合成繊維など、例えば、ポリエステル、ポリプロピレン若しくはポリエチレン
繊維など、又はこれらの組み合わせを含み得る。トップシート８１が繊維を含む場合、当
該技術分野において一般的に既知であるとおり、繊維は例えば、スパンボンド、カード、
ウェットレイド、メルトブローン、水流交絡、ないしは別の方法で処理されてよい。
【００６５】
　トップシートはスキンケアローションを含んでもよい。好適なローションの例としては
、限定されるものではないが、米国特許第５，６０７，７６０号、同第５，６０９，５８
７号、同第５，６３５，１９１号、同第５，６４３，５８８号、及び同第５，９６８，０
２５号に記載されているもの、並びに米国特許出願第６１／３９１，３５３号に記載され
ているもの、並びに米国特許公開第２０１４－０２５７２１６号に記載されているものが
挙げられる。これらの組成物以外に、吸収性物品は、米国特許公開第２０１４／０２７４
８７０号に記載されているもののような可溶性のシクロデキストリン誘導体を含んでもよ
い。
【００６６】
　更に、本開示のトップシートは、米国特許第７，４１０，６８３号に開示されているタ
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フト付きラミネートウェブであってもよく、及び／又は、国際出願日２０１４年８月６日
のＰＣＴ／ＣＮ２０１４／０８３７６９号に開示されている有孔ウェブであってもよい。
【００６７】
　一実施形態において、トップシートは、米国特許第７，１６３，５２８号に記載されて
いるように深さの知覚を創り出すように、図形（例えば、図２０の１１６）を含んでもよ
い。
【００６８】
　バックシート
　一実施形態において、図２３及び図２４を参照すると、例えば、吸収性物品１０は、バ
ックシート８３を含み得る。バックシート８３は、流体又は排泄物（例えば、経血、尿及
び／又は液状の糞便）に対して不透過性、又は少なくとも部分的に不透過性であってもよ
く、薄いプラスチックフィルムから製造することができるが、他の可撓性の液体不透過性
材料を使用してもよい。バックシート８３は、吸収性物品１０の吸収性コアに吸収され閉
じ込められた排泄物又は流体が、吸収性物品１０に接触する物品（例えば、ベッドシーツ
、パジャマ、衣類、及び／又は下着）を濡らすことを防ぎ得る。バックシート８３は、織
布若しくは不織布材料、ポリマーフィルム、例えば、ポリエチレン若しくはポリプロピレ
ンの熱可塑性フィルムなどのポリマーフィルム、並びに／又はフィルム及び不織布材料を
含む多層若しくは複合材料（例えば、内側フィルム層及び外側不織布層を有する）を含ん
でもよい。好適なバックシート１２は、約０．０１２ｍｍ（０．５ミル）～約０．０５１
ｍｍ（２．０ミル）の厚さを有するポリエチレンフィルムを含み得る。ポリエチレンフィ
ルムの例としては、Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，Ｏｈｉｏ所在のＣｌｏｐａｙ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎによってＢＲ－１２０及びＢＲ－１２１の製品名にて、並びにＴｅｒｒｅ　Ｈ
ａｕｔｅ，Ｉｎｄ所在のＴｒｅｄｅｇａｒ　Ｆｉｌｍ　ＰｒｏｄｕｃｔｓによってＸＰ－
３９３８５の製品名にて製造されるものがある。
【００６９】
　バックシートに好適な１つの材料は、約０．０１２ｍｍ（０．５０ミル）～約０．０５
１ｍｍ（２．０ミル）の厚さを有し、例えばポリエチレン又はポリプロピレンを含む、液
体不透過性熱可塑性フィルムであり得る。一般的には、バックシートは、約５ｇ／ｍ２～
約３５ｇ／ｍ２の坪量を有し得る。バックシートは、典型的には、吸収性コアの外側表面
に隣接して配置され、吸収性コアの外側表面に接合することが可能である。例えば、バッ
クシートは、接着剤の均一な連続層、接着剤のパターン層、又は接着剤の別個の線、螺旋
、若しくは点の配列によって、吸収性コアに固着されてもよい。例示的であるが非限定的
な接着剤としては、Ｈ．Ｂ．Ｆｕｌｌｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎ
．，Ｕ．Ｓ．Ａ．）によって製造され、ＨＬ－１３５８Ｊとして市販されている接着剤が
挙げられる。接着剤のフィラメントのオープンパターンネットワークを含む好適な取り付
け装置の例は、米国特許第４，５７３，９８６号に開示されている。螺旋模様に渦を巻く
接着剤フィラメントのいくつかの線を含む別の好適な取り付け装置は、米国特許第３，９
１１，１７３、同第４，７８５，９９６号、及び同第４，８４２，６６６号に示される装
置及び方法により例示されている。あるいは、取り付け装置は、熱結合、圧力結合、超音
波結合、動的機械的結合、若しくはその他の任意の好適な取り付け装置、又はこれらの取
り付け装置の組み合わせを含んでもよい。
【００７０】
　一実施形態において、バックシート８３は、より布様の外観を提供するために、エンボ
ス加工及び／又はつや消し仕上げされてもよい。更に、バックシート８３は、吸収性物品
１０の吸収性コアから蒸気を逃す（すなわち、バックシート８３は通気性である）一方で
、依然として流体又は排泄物がバックシート８３を通過することを防ぐか、又は少なくと
も阻止することができる。一実施形態において、バックシート８３の大きさは、例えば、
吸収性物品１０の大きさ、及び形成される吸収性物品１０の設計又は構成によって決定さ
れ得る。
【００７１】
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　吸収性コア
　様々な実施形態において、図２３及び図２４を参照すると、吸収性物品１０は、トップ
シート８１とバックシート８３との間に配置される吸収性コア（「吸収性部材」又は「吸
収性アセンブリ」又は「吸収性構造体」又は「吸収性複合体」とも呼ばれる）２００を含
み得る。吸収性コア２００は、前側腰部区域３６において横方向に延びる前縁部２３６、
長手方向に対向しかつ後側腰部区域３８において横方向に延びる後縁部２３８、第１の長
手方向に延びる側縁部２３７ａ、及び横方向に対向しかつ第２の長手方向に延びる側縁部
２３７ｂを含み得る。側縁部２３７の両方は、前縁部２３６と後縁部２３８との間で長手
方向に延び得る。一実施形態において、例えば、１つを超える吸収性コア２００、又は１
つを超える吸収性コア層が、吸収性物品１０に設けられ得る。吸収性コア２００は、吸収
性物品１０と適合可能な任意の好適な大きさ又は形状であり得る。広く受け入れられ、商
業的に成功した、本開示の吸収性コア２００として使用される代表的な吸収性構造体が、
米国特許第４，６１０，６７８号、同第４，６７３，４０２号、同第４，８８８，２３１
号、及び同第４，８３４，７３５号に記載されている。
【００７２】
　一実施形態において、好適な吸収性コアは、セルロース系エアフェルト材料を含み得る
。例えば、このような吸収性コアは、約４０重量％、３０重量％、２０重量％、１０重量
％、５重量％又は更に１重量％未満のセルロース系エアフェルト材料を含み得る。更に、
このような吸収性コアは主に、少なくとも６０重量％、７０重量％、８０重量％、８５重
量％、９０重量％、９５重量％又は更には約１００重量％の量の吸収性ゲル化材料からな
り得る。更に、吸収性コアの一部は、マイクロファイバー接着剤を含んでもよい（適用可
能である場合）。そのような吸収性コア、マイクロファイバー接着剤、及び吸収性ゲル化
材料は、米国特許第５，５９９，３３５号、同第５，５６２，６４６号、同第５，６６９
，８９４号、同第６，７９０，７９８号、及び同第７，５２１，５８７号、並びに米国特
許公開第２００４／０１５８２１２号に記載されている。
【００７３】
　一実施形態において、コアシステムを構成する複数の層を含むコアは、米国特許第８，
５３６，４０１号に記載されているように印刷及びエンボス加工されてもよい。
【００７４】
　一実施形態において、コアは、米国特許第６，９８９，００６号、同第７，３８１，２
０２号、同第７，１７５，６１３号、同第７，８２４，３８６号、同第７，７６６，８８
７号、及び同第６，９８９，００５号に開示されているように、シャーシから分離可能で
あってもよい。そのような実施形態では、本開示に記載されている測定は、シャーシのみ
に対して行われてもよく、又はシャーシと分離可能なコア／吸収性アセンブリとの組み合
わせに対して行われてもよい。
【００７５】
　一実施形態において、本開示の吸収性物品、特に、吸収性部材が配置されている部分は
、米国特許第６，６４９，８１０号により、３ｇ／秒を超える体液吸収速度を有してもよ
い。米国特許第６，６４９，８１０号によると、「吸収性部材が配置されている（吸収性
物品の）部分」という表現は、吸収性物品が平らに広げられてその平面図で見たときに、
吸収性部材によって占められている部分を意味することが意図される。
【００７６】
　一実施形態において、吸収性構造体は、米国特許第７，０７３，３７３号により、３を
超える吸収係数を有してもよく、この吸収係数は、吸収性コアの透過性を、正規化された
保持能力（これは、保持能力試験によって、また米国特許第７，０７３、３７３号によっ
て規定される）で割ったものと定義される。
【００７７】
　一実施形態において、吸収性複合体は、米国特許第６，６４９，８１０号により、７５
ｇ／１００ｃｍ２を超える体液吸収性を有する。
【００７８】
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　一実施形態において、吸収性物品の対象位置は、米国特許第６，３８３，９６０号によ
り、３６％を超える吸上値を有し得る。
【００７９】
　一実施形態において、吸収性物品は、米国特許第５，８１０，７９６号により、０．０
５～１．０ｇｆの曲げ剛性を有し得る。
【００８０】
　一実施形態において、吸収性物品は、米国特許第６，６４９，８１０号により、３ｇ／
秒を超える股部流体吸収速度を有し得る。一実施形態において、吸収性複合体の凍結乾燥
した複合材料は、米国特許第６，６８９，９３４号により、８０％複合材料飽和レベルに
おいて、少なくとも約１．９立方センチメートル（ｃｃ）の液体／秒の吸水率を有し得る
。
【００８１】
　いくつかの実施形態において、吸収性コア２００は、米国特許第８，５６８，５６６号
、米国特許公開第２０１２／３１６０４６号、同第２０１４／０２７０６６号、同第２０
１４／１６３５００号、同第２０１４／１６３５０６号、同第２０１４／１６３５１１号
、同第２０１２／３１６５２６号、同第２０１２／３１６５２７号、同第２０１２／３１
６５２８号、同第２０１２／３１６５２９号、同第２０１２／３１６５２３号、同第２０
１４／１６３５０１号、同第２０１４／１６３５０２号、同第２０１４／１６３５０３号
、並びに欧州特許公開第２５３２３２８号、同第２５３２３２９号、同第２７１７８２３
号、同第２７１７８２０号、同第２７１７８２１号、同第２７１７８２２号、同第２５３
２３３２号、同第２７４０４４９号、及び同第２７４０４５２号に記載されているチャネ
ルを含み得る。
【００８２】
　図２５に示すように、いくつかの実施形態において、吸収性層３１７は、吸収性層の長
手方向寸法における吸収性層の厚さを通って延在する、吸収性ポリマー粒子を実質的に含
まない少なくとも２つのチャネル３２６を含み得る。吸収性層の長手方向寸法において延
びるとは、チャネルが本質的に長手方向寸法に延びていることを意味し、すなわちこれら
は横方向寸法よりも長手方向寸法に延びている（例えば、長手方向に横方向寸法の少なく
とも２倍）。
【００８３】
　本明細書において使用するとき「チャネル」とは、吸収性ポリマー粒子（粒子又は繊維
）を実質的に含まない、吸収性層の厚さを通って延在する、吸収性コアの１つ以上の吸収
性層の別個の部分を指し、すなわち、吸収性構造体のこのようなチャネル（長手方向主要
チャネル、又は二次チャネル）内には、吸収性ポリマー粒子は意図的に配置されない。し
かしながら、ごく少量の吸収性ポリマー粒子が意図せずしてチャネル内に存在する場合が
あることが理解されるべきであり、これは、全体的な機能性（例えば、吸収性構造体の吸
収性）に著しく寄与しない可能性がある。典型的に、チャネルは２つの横方向縁部（最も
短い寸法）、及び横方向縁部の間を延びる２つの長手方向縁部（最も長い寸法）を有する
。チャネルの横方向縁部は、直線的（すなわち、長手方向側縁部に対して垂直）、角度付
き、又は曲線的であり得る。チャネルは、少なくとも３ｍｍの平均幅ｗを有し得（チャネ
ルの平均は、長手方向側縁部間の平均距離として規定される）、又は吸収性層の幅の少な
くとも４％を有し得る。
【００８４】
　チャネルは恒久的であってもよい。恒久的とは、チャネルの一体性が乾燥状態及び湿潤
状態の両方において少なくとも一部維持されること、すなわち、チャネルは、おむつの着
用者の動きにより生じる外力に対して抵抗性があることを意味する。恒久的なチャネルは
、例えば、吸収性層全体に熱可塑性接着材を塗布することによって、基材層上に吸収性ポ
リマーを固定化することによって得られる。本開示の吸収性層は、特に、チャネルを介し
て第１基材層（３１６）と第２基材層（３１６’）とを接合することによって形成された
恒久的チャネルを含み得る。典型的には、チャネルを介して両基材層を接合するために接
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着剤を使用することができるが、例えば、超音波接着、圧力接着、熱接着など、他の既知
の手段によって接合することが可能である。支持層は、チャネル内で連続的に接合されて
もよいし、断続的に接合されてもよい。
【００８５】
　チャネル配列の実施形態
　第１の物品は、チャネル間隔が約０ｍｍ～約１００ｍｍ、約１０ｍｍ～約８０ｍｍ、又
は約３０ｍｍ～約５０ｍｍである第１のチャネルを有し得る。第２の物品は、チャネル間
隔が約０ｍｍ～約１００ｍｍ、約１０ｍｍ～約８０ｍｍ、又は約３０ｍｍ～約５０ｍｍで
ある第２のチャネルを有し得、第１のチャネルのチャネル間隔は、第２のチャネルのチャ
ネル間隔よりも大きい。
【００８６】
　第１の物品の第１のチャネルは、約０／ｍ～約２０／ｍ、約５／ｍ～約１５／ｍ、又は
約７／ｍ～約１１／ｍのチャネル曲率を有し得る。第２の物品の第２のチャネルは、約０
／ｍ～約２０／ｍ、約５／ｍ～約１５／ｍ、又は約７／ｍ～約１１／ｍのチャネル曲率を
有し得く、第１のチャネルのチャネル曲率は、第２のチャネルのチャネル曲率よりも大き
い。
【００８７】
　第１の物品の第１のチャネルは、約０°～約４５°、約５°～約３０°、又は約１８°
～約２３°のチャネルアーム角を有し得る。第２の物品の第２のチャネルは、約０°～約
４５°、約５°～約３０°、又は約１８°～約２３°のチャネルアーム角を有し得、第１
のチャネルのチャネルアーム角は、第２のチャネルのチャネルアーム角よりも大きい。
【００８８】
　第１の物品の第１のチャネルは、約１００ｍｍ～約５００ｍｍ、約２００ｍｍ～約４０
０ｍｍ、又は約２５０ｍｍ～約３５０ｍｍのチャネル長を有し得る。第２の物品の第２の
チャネルは、約１００ｍｍ～約５００ｍｍ、約２００ｍｍ～約４００ｍｍ、又は約２５０
ｍｍ～約３５０ｍｍのチャネル長を有し得、第１のチャネルのチャネル長は、第２のチャ
ネルのチャネル長よりも小さい。
【００８９】
　第１のチャネルは、第２のチャネルよりも大きい、チャネル間隔、チャネル曲率、及び
チャネルアーム角のうちの少なくとも１つを有し得る。第１のチャネルは、第２のチャネ
ルよりも大きい、チャネル間隔、チャネル曲率、及びチャネルアーム角のうちの少なくと
も２つを有し得る。第１のチャネルは、第２のチャネルよりも大きいチャネル間隔、チャ
ネル曲率、及びチャネルアーム角のそれぞれを有し得る。これらの実施形態のいずれにお
いても、第１のチャネルは、第２のチャネルよりも短いチャネル長を有し得る。
【００９０】
　レッグカフ
　一実施形態において、図１８及び図１９を参照すると、吸収性物品１０のシャーシ１０
０は、長手方向に延びかつ横方向に対向するレッグカフ１４７ａ及び１４７ｂを含んでも
よく、これらは、着用者の方へと内側に向かいかつ着用者と接触するシャーシ１００の内
面上に配置される。レッグカフ１４７ａ及び１４７ｂは、レッグカフ１４７の一方又は両
方の近位縁部に又はこれに隣接して配置される、１つ以上の弾性ギャザー部材を含んでい
てもよい。加えて、レッグカフの弾性ギャザー部材はまた、レッグカフ１４７の一方又は
両方の遠位縁部に又はこれに隣接して配置される１つ以上の弾性ストランド１４６を含ん
でいてもよい。弾性化したレッグカフ１４７は、脚部区域における排泄物又は流体の漏れ
を低減するためのいくつかの実施形態を含み得る。弾性化したレッグカフ１４７は、レッ
グバンド、バリアカフ、弾性カフ、又はガスケッティングカフと呼ばれることがある。好
適な弾性化したレッグカフ１４７は、米国特許第３，８６０，００３号、同第４，９０９
，８０３号、同第４，６９５，２７８号、同第４，７９５，４５４号、同第４，７０４，
１１５号、及び同第４，９０９，８０３号、並びに米国特許出願公開第２００９／０３１
２７３０号に記載されるものを含み得る。レッグカフ１４７は、シャーシ１００の一部を
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横方向に内側に、すなわち、長手方向軸４２に向かって折り畳むことにより形成されて、
シャーシ１００のそれぞれのレッグカフ１４７並びに側縁部１３７ａ及びｂを形成するこ
とができる。他の実施形態において、レッグカフ１４７は、追加的な層を、シャーシ１０
０に、シャーシ１００の対応する側縁部１３７ａ及び１３７ｂのそれぞれにおいて、又は
これらに隣接するようにして取り付けることによって形成され得る。一実施形態において
、シャーシ１００はまた、側縁部１３７に隣接して配置される他の弾性体を含んでもよく
、この弾性体は、弛緩させて、それによって前側腰部区域３６の内面１０２を後側腰部区
域３８の内面１０２に向けて引っ張るときに、物品１０が「Ｕ」字型の形状を形成するよ
うにすることができる。
【００９１】
　一実施形態において、各レッグカフ１４７は、近位縁部１５７ａ及び１５７ｂを含み得
る。これらの縁部１５７ａ及び１５７ｂは、遠位縁部１３９ａ及び１３９ｂと比較して、
長手方向軸４２の付近に位置付けられる。レッグカフ１４７は、吸収性コア２００と重な
っていてもよく、すなわち、近位縁部１５７ａ及び１５７ｂは、吸収性コア２００のそれ
ぞれの側縁部２３７ａ及び２３７ｂの横方向内側に位置する。このような重なり合った構
成は、重なり合わない構成で付与される外観よりも完成品に近い外観を吸収性物品１０に
付与するために望ましくあり得る。他の実施形態において、レッグカフ１４７は、吸収性
コア２００と重なっていなくてもよい。
【００９２】
　一実施形態において、各レッグカフ１４７は、前側腰部端縁部１３６に隣接したレッグ
カフ取り付けゾーン（図示せず）で、かつ後側腰部端縁部１３８に隣接した長手方向に対
向するレッグカフ取り付けゾーン（図示せず）で、シャーシ１００の内面１０２に取り付
けられることができる。一実施形態において、レッグカフ取り付けゾーンの間においては
、レッグカフ１４７の近位縁部１５７は自由のままである（すなわち、シャーシ１００の
内面１０２又は吸収性コア２００に取り付けられていない）。また、長手方向に対向する
レッグカフ取り付けゾーンの間において、各レッグカフ１４７は、１つ以上の（特に、１
つのレッグカフ１４７につき１つ、２つ、３つ又は４つの弾性ストランドを含む）長手方
向に伸縮性のカフ弾性ギャザー部材１５９を含んでもよく、これらは、任意の好適な方法
により、レッグカフ１４７の近位縁部１５７に、又はこれと隣接するように配置され得る
。このようなカフ弾性ギャザー部材１５９それぞれが、レッグカフの全長にわたって、又
はレッグカフの長さの一部のみにわたって取り付けられてよい。例えば、このようなカフ
弾性ギャザー部材１５９は、レッグカフの長手方向に対向する端部において、又はその付
近で取り付けられてよく、かつレッグカフ長さの中央において取り付けられていなくてよ
い。そのようなカフ弾性ギャザー部材１５９は、股部区域３７に配置され得、また前側腰
部区域３６及び後側腰部区域３８の一方又は両方の中まで延在し得る。例えば、弾性ギャ
ザー部材１５９は、レッグカフ１４７のそれぞれの近位縁部１５７で、又はこれに近接す
るように取り付けられてよく、前側腰部区域３６及び後側腰部区域３８の両方の中まで延
在する。
【００９３】
　様々な実施形態において、各カフ弾性ギャザー部材１５９は、例えば、折りたたまれた
ヘムの内部に包囲され得る。様々な実施形態において、カフ弾性ギャザー部材１５９は、
レッグカフ１４７を形成する２つの層の間に、シャーシ１００の２つの層によって挟まれ
てよく、又はシャーシ１００若しくはレッグカフ１４７の表面上に取り付けられ、露出さ
れたままであってもよい。
【００９４】
　一実施形態において、各レッグカフの近位縁部１５７に隣接して配設されたカフ弾性ギ
ャザー部材１５９は、伸張されると、レッグカフ近位縁部１５７が、シャーシ１００の平
坦な非収縮長さ（例えば、シャーシ１００の長さ）まで延びることを可能にする。弛緩さ
せたとき、カフ弾性ギャザー部材１５９は収縮して前側腰部区域３６及び後側腰部区域３
８を互いに向かって引っ張り、それによって物品１０を「Ｕ」字型に曲げ、ここで「Ｕ」
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字型の内側は、着用者の身体に向けて配置されるように意図される物品１０の部分（すな
わち、内面１０２）によって形成され得る。近位縁部１５７のそれぞれは、長手方向に配
向されるレッグカフ取り付けゾーンの間において自由なままであるため、弾性ギャザー部
材１５９の収縮力は、レッグカフ１４７の近位縁部１５７を、シャーシ１００の内面１０
２から離すようにして持ち上げることができる。物品１０が弛緩状態であるとき、近位縁
部１５７がこのように持ち上がると、レッグカフ１４７は、排泄物の漏れを防止する、又
は少なくとも阻止する、サイドバリアとして機能する位置に持ち上がる。
【００９５】
　許容可能なレッグカフ１４７の例は、２０１２年４月２７日出願の米国特許仮出願番号
第１３／４５７，５２１号に開示されている（‘５２１出願の図８ａ～ｔに開示されてい
る構成を含む）。
【００９６】
　ウエストバンド
　一実施形態において、図１９を参照すると、物品１０は、弾性化したウエストバンド１
１２ａ及びｂを含んでもよい。弾性化したウエストバンドは、改善されたフィット感及び
収容性を提供することができ、また、弾性的に拡張し、横方向に収縮して着用者の腰部に
動的にフィットするように構成されてもよい。弾性化したウエストバンドは、吸収性物品
１０の腰縁部から、吸収性コア２００の腰縁部に向かって長手方向に延在し得る。一実施
形態において、吸収性物品１０は、２つの弾性化したウエストバンドを有してもよく、１
つは後側腰部区域３８内に位置付けられ、もう１つは前側腰部区域３６内に位置付けられ
るが、他のパンツ実施形態は、単一の弾性化したウエストバンド８２で構成されてもよい
。弾性化したウエストバンドは、米国特許第４，５１５，５９５号及び同第５，１５１，
０９２号に記載されるものを含む、多くの異なる構成で構築されることができる。
【００９７】
　一実施形態において、弾性化したウエストバンドは、「予め歪ませた」又は「機械的に
予め歪ませた」（すなわち、材料を恒久的に伸長させるため、ある程度の局所的パターン
で機械的に伸長された）材料を含んでもよい。材料は、好適な深いエンボス加工技術を使
用して予め歪ませてもよい。他の実施形態において、材料は、米国特許第５，３３０，４
５８号に記載される漸増機械的伸長システムによって材料を方向付けることによって予め
歪ませてもよい。材料は、その後、それらの実質的に張力がない状態まで戻されてもよく
、したがって、少なくとも最初の伸張点まで延伸性がある、ゼロ歪みの伸張材料が形成さ
れる。ゼロ歪み材料の例が、米国特許第２，０７５，１８９号、同第３，０２５，１９９
号、同第４，１０７，３６４号、同第４，２０９，５６３号、同第４，８３４，７４１号
、及び同第５，１５１，０９２号に開示されている。
【００９８】
　フラップ
　フラップ１８９（ａ～ｄ）は、シャーシ１００と別個であってもよいし、又はシャーシ
１００と一体化していてもよい。別個のフラップは、シャーシ１００に結合される別個の
要素として形成される。いくつかの実施形態において、別個の要素としては、前側腰部区
域３６及び／又は後側腰部区域３８でシャーシの側縁部１３７ａ及びｂに結合されている
複数のフラップ（例えば、２つ又は４つ）（多くの場合に耳パネル又はサイドフラップと
呼ばれる）が挙げられる（図１及び図１８～２２参照）。他の実施形態において、別個の
要素としては、シャーシ１００の前側及び後側（又は後部）腰部領域にわたって、少なく
ともシャーシ１３６及び１３８の端縁部にわたって結合されている、前側及び／又は後側
ベルト状フラップ（「ベルト」）を挙げることができる（図１及び図２４参照）。いくつ
かの実施形態において、ウエストバンド１１２はフラップと重なり合って、連続したベル
ト状構造体を形成することができる（図１９参照）。
【００９９】
　ベルト状フラップは、内側不織布層及び外側不織布層、並びにそれらの間に弾性体を含
んでもよい。内側及び外側不織布層は、接着剤又は熱可塑性結合剤を使用して結合され得
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る。様々な好適なベルト状フラップ構成は、米国特許公開第２０１３－０２１１３６３号
に見出すことができる。
【０１００】
　一体化されたフラップは、長手方向縁部から横方向外側に突出するシャーシの一部（１
つ以上の層）である。一体化されたフラップは、シャーシを切断してフラップの突起部の
形状を含むことによって形成され得る。
【０１０１】
　このベルト状フラップを有する適用例で説明した実施形態の多くはパンツ型物品である
が、テープ型物品も同様に一方又は両方の腰部区域に配置されたベルト状フラップを有す
ることができる。
【０１０２】
　フラップの構造は、吸収性物品の機能性において重要な役割を果たし、下着に使用され
る弾性体とは根本的に異なる。前述したように、ＳＵＩ及びＵＵＩなどの失禁事象は、高
流量及び／又は充満した膀胱からの放出をもたらし得る。失禁事象中に排出される尿の量
は、尿失禁の種類、並びに最後にトイレに行ってからの時間、摂取した流体の量、日中又
は夜間等といった他の状況によって大きく異なる。充填量は、数滴の尿から６００ｍＬま
で様々であり得る。１回の充填量が３００、４００、及び更には５００ｍＬに達すること
も珍しくはない。これらの充填量レベルは、１ポンド以上になり得る充填量に付随して、
かなり大きな下方向への力を呈する。この下方向への力は、弛み、空所化、及び漏れを最
小限にするために、吸収性物品シャーシによって相殺されなければならない。充填後にも
物品のフィット感を維持するために、物品は、物品のサイドシーム２８０ａ及びｂに近接
して、かつこれらに沿って配設され（例えば、図２０を参照、図中、エラストマー要素１
４６は、物品のシーム２８０ａ及びｂの近くで、かつシーム２８０ａ及びｂの長さに沿っ
て終端している）、片側から他側に向かって横方向に延在する、エラストマー要素（１つ
又は複数）１４６（フィルム及び／又はストランドなど）を含む。これらのエラストマー
要素（１つ又は複数）は、物品を固定するのに十分な垂直力を、身体に対して生じさせな
ければならない。エラストマー要素（１つ又は複数）の位置、並びにエラストマー要素（
１つ又は複数）によって加えられる力は、股関節部の位置で、また身体に沿って適切に固
定するのを確実にするように（具体的には前側腰部区域にわたって、後側腰部区域内で）
変化させることができる。充填された物品のフィット性を維持するのに役に立つ固定の一
形態は、１９９４年１０月２５日にＬａＶｏｎらに発行された米国特許第５，３５８，５
００号、「Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌｅｓ　Ｐｒｏｖｉｄｉｎｇ　Ｓｕｓｔａｉ
ｎｅｄ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｆｉｔ」に開示されている。腰縁部及び脚縁部に沿って弾性体
を有する通常の下着は、通常は、３００～６００グラムの重量が下着の股部区域に加えら
れたときに下着のフィット感を維持するのに十分なだけの支持を提供しないことにも留意
されたい。このパラグラフは、充填量が多くなるのに伴ってフィット感を低下させる力を
克服するために、なぜ吸収性物品の適切な本体上昇／長さが、接触及びガスケッティング
、並びに身体に対する適切な固定を維持するために重要であるかという、別の根本的な理
由を示す。
【０１０３】
　シーム２８０ａ及びｂは、それぞれ、約１５０ｍｍ～約２００ｍｍ、約１６０ｍｍ～約
１９０ｍｍ、又は約１７０ｍｍ～約１８０ｍｍであり得る。これらのシームは、フラップ
の重なり合う部分である（すなわち、重なり合う又は当接するフラップの腰部開口部から
脚部開口部までの距離）。
【０１０４】
　締結システム
　吸収性物品２０はまた、締着システムを含んでもよい。締結時、締結システムは、前側
腰部区域３６と後側腰部区域３８とを相互に接続し、吸収性物品１０の着用時に、着用者
を取り囲むことができる腰部の外周となる。前側腰部区域と後側腰部区域とを接続する締
結要素は、再締結可能なサイドシームを形成する。これは、後側腰部区域のフラップ１８
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９ａ及びｂが前側腰部区域のフラップ１８９ｃ及びｄと相互接続することにより、又は後
側腰部区域のフラップが前側腰部区域のシャーシ１００と相互接続することにより、達成
され得る。締結システムは、例えば、テープタブ、フック・ループ式締結要素、タブ及び
スロットのような噛合締結具、バックル、ボタン、スナップ、並びに／又は雌雄同体締結
要素等の締結具５３ａ及びｂを含むことができるが、その他の既知の任意の締結手段も、
一般に許容可能である。締結具は、織布であっても不織布であってもよいランディング区
域１１８と取り外し可能に係合し得る。いくつかの代表的な表面締結システムは、米国特
許第３，８４８，５９４号、同第４，６６２，８７５号、同第４，８４６，８１５号、同
第４，８９４，０６０号、同第４，９４６，５２７号、同第５，１５１，０９２号、同第
５，２２１，２７４号に開示されている。具体的には、フラップは、２０１２年６月２９
日出願の米国特許仮出願番号第６１／６６６，０６５号、発明の名称「ＤＩＳＰＯＳＡＢ
ＬＥ　ＡＢＳＯＲＢＥＮＴ　ＲＥＦＡＳＴＥＮＡＢＬＥ　ＰＡＮＴＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨ
ＯＤＳ　ＦＯＲ　ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＩＮＧ　ＴＨＥ　ＳＡＭＥ」の図３ａ～ｃ及び図
４Ａ～ｋに記載され、図示されているように構成され得る。更に、本開示の吸収性物品は
、米国特許仮出願番号第６１／６６６，０６５号の説明及び図に従って製造され得る（例
えば、‘０６５号出願の図５～図１０Ｃを参照のこと）。例示的な噛合締結システムは、
米国特許第６，４３２，０９８号に開示されている。締結システムは、米国特許第４，９
６３，１４０号に開示されるように、使い捨て構成において物品を保持するための手段も
提供することができる。締結システムはまた、米国特許第４，６９９，６２２号に開示さ
れるように、一次及び二次締結システムを含むことができる。締結システムは、米国特許
第５，２４２，４３６号、同第５，４９９，９７８号、同第５，５０７，７３６号、及び
同第５，５９１，１５２号に開示されているように、重なり合っている部分のずれを低減
するか、又はフィット性を改善するように構成されてもよい。
【０１０５】
　同一又は実質的に同一のシャーシ
　米国特許公開第２０１３－０２１１３５５号に開示されているように、異なるサイズの
着用者にフィットするが、同一又は実質的に同一のシャーシを含む、パッケージの群を提
供することが望ましくあり得る。例えば、群は、第１のサイズの吸収性物品を含む第１の
パッケージを含み得、第２のパッケージは、第２のサイズの吸収性物品を含み得、第１の
パッケージ及び第２のパッケージは、米国特許公開第２０１３－０２１１３５５号に記載
されているような同一の又は実質的に同一のシャーシを含む。より具体的には、第１のパ
ッケージは第１のシャーシを含み得、第２のパッケージは第２のシャーシを含み得、第１
のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、横方向中心線でのコア幅、前側又は後側コ
ア末端部の一方でのコア幅、左外側カフの遠位縁部から右外側カフの遠位縁部までの距離
、左内側カフの遠位縁部から左外側カフの遠位縁部までの距離、左内側カフの近位縁部か
ら右内側カフの近位縁部までの距離、左内側カフの近位縁部から左外側カフの遠位縁部ま
での距離、内側カフの自由高さ、内側カフのヘム折り畳み幅、内側カフの弾性長さ、外側
カフの弾性長さ、コア長さ、及びバックシート幅のうちの１つ以上の同一の寸法を含む。
【０１０６】
　更に、第１のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、トップシート、バックシート
フィルム、バックシート不織布、コア超吸収性ポリマー、コアパルプ、コア不織布、コア
ティッシュ、脚部カフフィルム、レッグレッグカフ不織布、超吸収性ポリマー接着剤、コ
ア不織布接着剤、レッグカフ弾性体接着剤、及びバックシート不織布／フィルム接着剤の
うちの１つ以上の同一の化学組成を含んでもよい。
【０１０７】
　また、第１のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、トップシート、バックシート
フィルム、バックシート不織布、コア超吸収性ポリマー、コアパルプ、レッグカフ不織布
、レッグカフフィルム、超吸収性ポリマー接着剤、レッグカフ接着剤、及びバックシート
不織布／フィルム接着剤のうちの１つ以上の同一の坪量を含んでもよい。
【０１０８】
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　また、第１のシャーシ及び第２のシャーシは、組成的に同一のコアの超吸収性ポリマー
を含んでもよい。第１のシャーシ及び第２のシャーシは、前側腰部区域、後側腰部区域、
及び股部区域のうちの少なくとも１つにおいて、同一の構成要素の断面形式及び配置を有
してもよい。第１のシャーシ及び第２のシャーシの内側レッグカフは、組成的に同じ材料
からなってもよい。
【０１０９】
　また、第１のシャーシ及び第２のシャーシのコア接着剤は、同じ接着剤であってもよい
。第１のシャーシ及び第２のシャーシは、同じ化学クラス及びサブクラス内のコア超吸収
性ポリマーを含んでもよい。
【０１１０】
　また、第１のシャーシ及び第２のシャーシのそれぞれは、第１の濡れインジケータ及び
第２の濡れインジケータをそれぞれ含んでもよく、その場合、第１の濡れインジケータ及
び第２の濡れインジケータは組成的に同じである。
【０１１１】
　更に、第１のシャーシ及び第２のシャーシの内側レッグカフは、前側腰部区域、後側腰
部区域、及び股部区域のうちの少なくとも１つにおいて同一の構成要素の断面形式及び配
置を有してもよい。左外側カフの遠位縁部から右外側カフの遠位縁部までの距離は同じで
あってもよい。左内側カフの近位縁部から左外側カフの遠位縁部までの距離は同じであっ
てもよい。左内側カフの近位縁部から右内側カフの近位縁部までの距離は同じである。内
側及び外側カフの長さは、同じである。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、吸収性物品が異なるサイズの着用者にフィットするのを可能
にするためにフラップ又はベルトを使用することができるので、群内に提供される異なる
サイズは、同一又は実質的に同一のシャーシを有し得る。例えば、第１の吸収性物品及び
第２の吸収性物品は、（組成的に、寸法的に、断面的に）同一のシャーシを有することが
できるが、第１の物品は第２の物品よりも小さな着用者にフィットすることを対象とする
ことができるように、第１の物品は、ベルトの配置の関係で異なる長さを有してもよい。
第２の例として、第１の吸収性物品及び第２の吸収性物品は、（組成的に、寸法的に、断
面的に）同一のシャーシを有することができるが、第１の物品は第２の物品よりも小さな
着用者にフィットすることを対象とすることができるように、第１の物品は、ベルトのサ
イズの関係で異なる長さ及び／又は幅を有してもよい。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では、第１の吸収性物品及び第２の吸収性物品は、組成的に同一で
あるが、寸法的に及び断面的に異なるシャーシを有してもよい。いくつかの実施形態では
、第１の吸収性物品及び第２の吸収性物品は、寸法的に同一であるが、組成的に及び断面
的に異なるシャーシを有してもよい。いくつかの実施形態では、第１の吸収性物品及び第
２の吸収性物品は、断面的に同一であるが、寸法的に及び組成的に異なるシャーシを有し
てもよい。更に他の実施形態では、第１の吸収性物品及び第２の吸収性物品は、（１）組
成的、（２）寸法的、及び（３）断面的のうちの２つにおいて同一であるが、３つとも同
一ではないシャーシを有してもよい。
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